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しかし腸管吸収の機転は複雑であるので， B6 以外に Bb B2 も含めてこれらビタミンの腸管吸収におよ
ほす影響を主として欠之時の腸管の態度より追求したの
〔方 法コ
被検動物には，体重 100 g 前後の白鼠を，実験万法にはWilson の装置を改良したjJ法を用い，アミノ酸
はこの条件で吸収の良好な L--アラニンを用いたの衆膜側，粘膜側とも 3mM ァラニン前液を入れ， 1日時寺剖剖}
吸収させTたこ後 Rus部sel 法によりアラニンを定量し， 濃度勾配に抗する積極的吸収を検したの
これと平行して組織呼吸を型のごとく Warburg 法により検したの各種ビタミン欠乏動物は合成ビタミ




肝PAL 量は 6 週間合成 B6 欠之食で飼育した群では明らかに減少し， B6 を-_- J!l!l trJ日投与し [rJI復に rfリはせ
た群では略々正常に復した。小腸 B] および B2 量はし、づれの群にも変化を認めなかった。 小腸のアラニ
ン吸収は，肝 PAL 量に平行して欠之期とは IJJj らかに低下し， [úl復群では正常計干のそれに戻っていたり
次に B6 拍抗剤として INAH，チオセミカノレパヂッド， OMP を注射して腸併のアラニン吸収をみた結
果いづれも吸収阻害を認めこれは PIN 注射により l山止で・きた口
2. Bl 欠乏食飼育χ験
小腸 Bl 量は 3 週間の欠之食飼育後には若明に減少し， 1 週間の Bl投1j:により完全に正常針のそれに迄
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füj復したっアラニンの能動吸収は小腸 BdiJ~の消長に、[L行せず却って欠乏j卯こ高い値を示したの肝 B6量お
よび小腸 B2 培は欠乏期にも変化していないので，この成績は ， Bö , B'2に u町長の珂係はないと思われるつ
次に Bdfi抗物質として oxy-Bl ぞ用い吸収実験を行ったが in vitro の実験では影響は認められず注射で
投りーすると B(j ti'ijjげIJ注射の場介と同様吸収阻2宍を i認めたがこれは PIN 投 13では防 Hてできず Bl 投与によ
り 1111 復したの
3. B2 欠乏食飼育実験
3週間の欠乏食飼育後小腸 B2量は持明に減少し ， 10 日の凶復期間後には正常に復した。この場合も臓器
PAL 量， Bl 甲;には変化を認めなかったがアラニンの腸管吸収は， Bl 欠乏実験の場合と同様欠乏群では
|珂らかに有志の上回加を認め li11復群では正常に復したうこの様に予想外の結果を得たので Blおよび B2欠乏
H寺の腸管吸収については実験を繰返したが給果は同じであったっ
4. B6' Bl およびその関連物質の腸管組織呼吸におよぼす影響
吸収実験より Bl' B2 も亦腸管のアミノ酸吸収に対し無関係でないことは明らかと思はれるが，その作
用機構に差異があると考えられるので， これらのビタミンおよびその関連物質 (TDP， TPD, oxy-Bb 
INAH , OMP) 投与時の白鼠小腸の組織呼吸を比較検討したのただし B2 については適当な措抗剤が入手







1. Bö欠之食を用いた飼育実験では臓器 B6 の消長と腸管吸収の動態がよく平行することを認めた。









続いても同様の実験を行った結果 Bl および B2 欠乏シロネズミの腸管ではアミノ酸吸収が却て促進され
る事実を認めたうしかも Bl の出抗物質である oxy thiamine を注射するとアミノ酸吸収は阻害されるがこ
れは B6 では無影響であり Bl によって正常化されることを証明したっ従ってビタミンの腸管吸収に対す
る関与機序は複雑であり B6のみでは充分に説明し難い点を明らかにした今
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